
日
本
原
電=

東
海
第
二
原
発

(

茨
城
県
東
海
村)

の
再
稼
働
の

た
め
に
、
東
京
電
力
が
経
済
的

支
援
を
表
明
し
て
い
る
問
題
で

市
民
団
体
は
十
一
月
二
十
日
、

「
私
た
ち
の
お
金
を
東
海
第
二

原
発
の
再
稼
働
の
た
め
に
使
わ

な
い
で
く
だ
さ
い
」
「
東
海
第

二
原
発
の
再
稼
働
を
認
め
な
い

で
く
だ
さ
い
」
と
す
る
署
名
一

万
七
十
七
人
分
を
経
産
省
と
原

子
力
規
制
委
員
会
、
東
京
電
力

に
提
出
し
た
。

国
際
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｆ
ｏ
Ｅ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
と
原
子
力
規
制
を

監
視
す
る
市
民
の
会
が
呼
び
か

け
、
九
十
六
団
体
が
賛
同
し
て

い
る
。

原
電
は
規
制
委
の
新
規
制
基

準
対
応
の
た
め
の
工
事
に
千
七

百
四
十
億
円
を
見
込
む
。
原
電

が
、
資
金
流
用
し
た
こ
と
な
ど

で
自
己
で
の
資
金
調
達
が
困
難

な
こ
と
か
ら
東
電
と
東
北
電
力

が
支
援
の
意
思
を
表
明
し
て
い

た
。東

電
に
は
福
島
第
一
原
発
事

故
の
賠
償
な
ど
で
原
子
力
損
害

賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
を
通

じ
て
多
額
の
公
的
資
金
が
投
入

さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
東
電
は

事
故
被
害
者
へ
の
賠
償
に
つ
い

て
、
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
き

(

Ａ
Ｄ
Ｒ)

で
の
和
解
案
を
次
々

と
拒
否
し
て
い
る
。

こ
の
東
電
が
原
電
へ
経
済
的

支
援
を
行
う
こ
と
に
は
国
民
か

ら
批
判
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

署
名
で
は
「
原
電
を
救
済
す

「
検
証
！

北
海
道

の
ブ
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
」

再
発
防
止

を
考
え
る

講
演
会
が

十
二
月
十

二
日
夜
、

札
幌
市
内

の
札
幌
エ

ル
プ
ラ
ザ

二
階
環
境

研
修
室
で

開
か
れ
、

三
十
人
が

参
加
し
た
。

講
師
の
宮
尾
正
大
室
蘭
工
大

名
誉
教
授(
原
発
や
め
よ
う
！

登
別
の
会
代
表)

は
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
用
に
自
ら
の
パ
ソ
コ

ン
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
リ
ュ
ッ

ク
入
り
で
持
参
。
バ
ス
は
高
速

道
路
が
五
十
㌔
速
度
制
限
の
個

所
が
あ
っ
て
一
時
間
も
遅
れ
た

が
開
会
に
間
に
合
っ
て
到
着
。

主
催
者
が
感
謝
！
感
謝
！
の
中
、

開
会
し
た
。

宮
尾
氏
は
，
今
回
の
ブ
ラ
ッ

ク
ア
ウ
ト
は
北
電
の
経
営
に
責

任
が
あ
る
と
指
摘(

別
記
参
照)
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し
た
。
電
力
広
域
運
営
推
進
機

関
の
第
三
者
委
員
会
が
「
北
電

の
対
応
が
不
適
切
だ
っ
た
と
は

い
え
な
い
」
と
す
る
中
間
報
告

を
し
た
が
、
こ
れ
が
最
終
報
告

で
も
同
じ
よ
う
に
な
る
と
し
て
、

こ
れ
を
批
判
し
た
。

こ
の
欄
は
各
地
か
ら
の
通
信
を

も
と
に
し
て
編
集
し
て
い
ま
す
。

各
地
か
ら
の
便
り

こ
の
間
の
読
者
拡
大
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

購
読
の
中
止
は
、
埼
玉
一
、
福

井
一
の
計
二
人
で
し
た
。

市
民
団
体
、
署
名
一
万
人
分
を
経
産
省
な
ど
に
提
出

る
お
金
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、

原
発
事
故
被
害
者
の
賠
償
に
当

て
る
べ
き
」
だ
と
指
摘
し
て
い

る
。

宮尾正大室蘭工大名誉教授が講演

▽
北
電
な
ど
電
力
十
社
は
，

安
定
供
給
に
責
任
を
負
っ
て
お

り
、
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
は
絶
対

に
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
。
震

度
７
ク
ラ
ス
の
地
震
が
起
こ
れ

ば
、
苫
東
厚
真
火
力
が
停
止
す

る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た
こ
と

だ
し
、
泊
原
発
で
同
様
の
地
震

が
起
こ
れ
ば
、
や
は
り
原
発
は

自
動
停
止
す
る
。
そ
う
な
っ
て

も
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
は
起
こ
し

て
は
な
ら
な
い
。
大
規
模
発
電

シ
ス
テ
ム
は
、
地
震
等
で
自
動

的
に
全
機
停
止
す
る
こ
と
が
あ
っ

て
も
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
起
こ

さ
な
い
よ
う
に
発
電
所
を
配
置

す
る
な
ど
の
対
策
を
と
っ
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い
。

▽
送
電
網
の
負
荷
が
八
㌫
変

動
す
る
と
周
波
数
が
一
ヘ
ル
ツ

変
動
す
る
。
周
波
数
変
動
の
限

界
の
五
ヘ
ル
ツ
以
内
に
周
波
数

の
変
化
を
収
め
る
に
は
、
最
低

需
要
量(

北
海
道
は
約
二
百
十

三
万
㌗
）
の
四
〇
㌫
、
八
十
五

万
㌗
、
こ
れ
が
事
故
で
一
度
に

失
わ
れ
る
電
力
の
上
限
で
、
地

震
な
ど
の
災
害
を
考
え
る
と
、

六
十
万
㌗
を
上
限
と
す
る
発
電

所
の
分
散
配
備
が
必
要
と
な
る
。

▽
と
こ
ろ
が
、
北
電
は
泊
原

発
の
維
持
や
再
稼
働
対
策
に
優

先
的
に
金
を
使
い
、
分
散
型
発

電
所
を
あ
ち
こ
ち
に
配
置
す
る

こ
と
を
や
っ
て
い
な
い
。

▽
経
営
効
率
の
良
い
苫
東
厚

真
火
力
を
一
極
集
中
的
に
稼
働

さ
せ
、
他
の
老
朽
火
力
や
水
力

な
ど
を
ほ
と
ん
ど
と
め
て
い
た
。

こ
の
た
め
に
胆
振
東
部
地
震
で

苫
東
厚
真
火
力
が
停
止
し
、
ブ

ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
起
こ
し
た
も

の
で
、
北
電
の
経
営
責
任
に
よ

る
も
の
だ
と
考
え
る
。

▽
今
回
の
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト

は
北
電
の
瑕
疵
が
な
か
っ
た
と

か

し

言
え
る
の
か
、
こ
こ
が
問
わ
れ

て
い
る
。

宮
尾
正
大
氏
の
主
な
講
演
内
容


